



The  Statutes  of  Komaki  Mining  Company
Yuko  OKADA*
Abstract
This  paper  introduces  the  statutes  of  Komaki  Mining  Company  established  in  1887.  The 
company  exhibited  the  limited  liability  which  was  important  to  a  company.  And  it  may  be 
considered   the  mining  company  which  adopted  a  depreciation  system  at  the  earliest  time.
九 共 大 紀 要
第6巻　第2号
２０１６年３月
KEY WORDS : limited  liability,   depreciation  system




















































































































































































































（ マ マ ）
出スヘシ
第二十条　凡ソ総会ノ議事ハ説ノ多数ニ依テ決ス若シ
可否ノ数相半スルトキハ会長之ヲ裁決スヘシ
但資金主ハ資金額百円毎ニ一議権ヲ有スルモ
ノトス
第二十一条　総会ハ資金主中資本金高半数以上ノ資金
主出席スルニ非サレハ之ヲ開クコトヲ得ス
若シ事故アリテ自ラ出席スル能ハサル者ハ
他ノ資金主ニ発言投票ノ権ヲ委任ス（ル）
ヲ得ルモノトス
　　　　　　但其委任状ヲ会場ヘ差出スヘシ
第二十二条　当会社ノ役員タルモノハ他人ノ代人トナ
リテ議場ニ於テ発言投票スルコトヲ得ス
第六章　　　営業一般事務ノ事
第二十三条　当会社ノ本社ニ於テ取扱フ営業時間ハ毎
日午前九時ヨリ午後四時迄トス
　　　　　　但時宜ニ依リ之ヲ伸縮スルコトアルヘシ
第二十四条　休日ハ毎日曜日及定式ノ祝日大祭日ニ限
ルヘシ
第二十五条　鉱業事務所ニ於テ取扱時間及休日ハ第
二十三条第二十四条ノ例ニ依ラス別ニ定ム
ル規則ニ従フモノトス
第二十六条　当会社ニ於テ用ル所ノ印章ハ即チ左ノ如
　　　　　シ
　　　　　　但シ総理理事ノ評議ヲ以テ之ヲ決定スル
モノトス
～（印章略）～
第二十七条　当会社ノ業務ハ各地ノ所有鉱山ニ於テ金
銀銅鉛鉱ヲ開採スルヲ以テ本務トシ石炭硫
黄其他ノ鉱物ハ当分ノ間之ヲ省キ追テ衆議
ノ上之ヲ開採スルモノトス
　　　　　　但金銀銅鉛鉱ヲ売買シ或ハ之カ製煉ヲ依
頼スル者アルトキハ引受製煉セシムルコト
アルヘシ
第二十八条　各地所有鉱山ノ出産物ハ都テ東京事務所
ヘ輸送シ之ヲ売捌クヘシ
　　　　　　但時宜ニ依リ信任スヘキ銀行ヘ托シ正貨
鋳造ノ事ヲ取扱ハシムルコトアルヘシ
第二十九条　当会社ニ用フル金銭及ヒ物品出納ノ帳簿
ハ之ヲ一定シ其簿記ハ単記法ヲ用ヒ資金主
ノ請求アルニ於テハ何時ニテモ営業時間中
ハ其閲覧ニ供スヘシ
第三十条　当会社ノ社印ハ会社全体ニ関シタル証書約
定書及ヒ重要ノ文書ニハ必ス之ヲ押捺スヘシ
第七章　　　利益金分配ノ事
第三十一条　当会社ノ総勘定ハ毎年両度五月十一月決
算ヲ為シ其総収入金ノ内ヨリ開坑製煉建築
起業費其他一切ノ経費ヲ引去リ其残高ヲ利
益金ト為シ其内ヨリ役員賞与金所有物消却
金開坑準備金等ヲ引去リ其残高ヲ以テ純益
金ト為シ尚其内ヨリ積立金ヲ引去リ残高ヲ
35小真木鉱山会社の定款について
資金主配当金ト定メ其配当割合ノ標準ヲ示
スコト即チ左ノ如シ
　　　　　　利益金高百分ノ二　　　　役員賞与金
　　　　　　　　是ハ総理理事ノ評議ヲ以テ役員一体
ヘ適宜配当スヘシ
　　　　　　同　　　百分ノ四十　　　所有物消却金
　　　　　　　　是ハ営業用ノ地所家屋器械什器等ノ
消却ニ充ツへシ尤此割合ハ毎季実際費
用ノ多寡ニ応シ自ラ増減アルモノトス
　　　　　　同　　　百分ノ二十五　　　開坑準備金
　　　　　　　　是ハ諸鉱山開坑試堀費トシテ備ヘ置
クモノナリ尤此割合ハ毎季実際費用ノ
高ニ応シ自ラ増減アルモノトス
　　　　　　総益金高百分ノ二十　　　　　　積立金
　　　　　　　　是ハ非常ノ準備ニ付安全ナル方法ヲ
以テ貯蓄スヘシ
　　　　　　差引残高　　　　　　　　資金主配当金
　　　　　　　　是ハ各自ノ資金高ニ応シ配当スルモ
ノトス
　　　　　　右決算中百分ノ幾何ト定ムルヨリ生スル
所ノ端数十円未満ノ高ハ之ヲ切捨ヘシ
第三十二条　当会社若シ非常ノ損失アリテ資本金ニ不
足ヲ生スルトキハ積立金ヲ以テ之ヲ補填シ
尚足ラサルトキハ向後得ル所ノ利益金ヲ以
テ悉皆之ヲ補充シ了ルマテハ一切配当ヲ止
ムルコトアルヘシ
第八章　　　定款更正増補ノ事
第三十三条　此定款ノ更正加除ヲ要スルトキハ資金主
一同ノ衆議ヲ以テ決定シ府庁ヘ出願スヘシ
　　　　　　右之条々資金主ノ衆議ヲ以テ相定メタル
其証拠トシテ各自記名調印スルモノナリ
資金主
　明治二十年九月　　　　　杉本　正徳　印
　　　　　　　　　　　　　中村　道太　印
　　　　　　　　　　　　　倉田　民次郎
　　　　　　　　　　　　　　代理　中村　道太　印
　　　　　　　　　　　　　鈴木　駅次　印
　　　　　　　　　　　　　辻　金五郎　印
　　　　　　　　　　　　　東條　軍平
　　　　　　　　　　　　　　代理　中村　道太　印
　　　　　　　　　　　　　草鹿砥　孫
　　　　　　　　　　　　　　代理　辻　金五郎　印
　　　　　　　　　　　　　岩上　秀
　　　　　　　　　　　　　　代理　鈴木　駅次　印
　　　　　　　　　　　　　吉田　扶　　印
　　　　　　　　　　　　　穂積　寅九郎
　　　　　　　　　　　　　　代理　吉田　扶　　印
　　　　　　　　　　　　　大島　道太郎
　　　　　　　　　　　　　　代理　杉本　正徳　印
　　　　　　　　　　　　　平尾　東三　印
　　　　　　　　　　　　　角　堅吉　　印
　　　　　　　　　　　　　佐々木　富八郎
　　　　　　　　　　　　　　代理　鈴木　駅次　印
　　　　　　　　　　　　　河野　幾三
　　　　　　　　　　　　　　代理　吉田　扶　　印
　　　　　　　　　　　　　竹内　半左衛門
　　　　　　　　　　　　　　代理　杉本　正徳　印
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